
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

献血ご協力をお願いします 

「One more400mL 献血キャンペーン」実施中！ 
複数回献血にご協力ください！ 

８か月以内に２回 400ｍＬ献血にご協力頂くと、 
オリジナル非売品トミカが毎月 7０名様に当たる抽選に 
応募できます！詳細は献血会場で… 

 

当日服用していても献血可能なお薬はたくさんございます!! 

新たに献血可能になったお薬もございますので、一度受付まで

お越しいただくか、お電話でもお答えできますので、ぜひお問い

合わせください!! 
お問い合わせの際には必ず｢薬名のご申告｣をお願いいたします。 

お問合せ先 栃木県赤十字血液センター献血推進課 

☎028-659-0114 

病気と闘う患者さん達にとって、皆様の献血は生きる希望です。 

７０名以上の方のご協力が必要です。 

３月１９日(木) 
時間 １０:００～１６:００ 
※１１:３０～１３:３０の間に１時間程度昼休憩をいただきます※ 

場所 ザ・ビッグエクストラ真岡店 

【主催：真岡青年会議所様】 

 



 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

※２００ｍＬ献血は、医療機関からの要請数に達し次第終了となります。 



 

 
 

 

①３日以内に薬を飲まれた、注射をされた方（裏面参照）。 

②３日以内に歯科治療をされた方（歯石除去も含む）。 

③直近の食事を２食抜いた方、睡眠時間が４時間以内の方。 

④海外から帰国後４週間以内の方。 

⑤今までに輸血や臓器移植を受けた方。 

⑥英国に昭和５５年（１９８０年）～平成８年（１９９６）年）までに通算１ヶ月（３１日）以

上の滞在歴のある方。 

 

―以下に該当する方も献血をご遠慮願います― 

（１）体調が悪い方・現在、激しい嘔吐や下痢の方。 

（２）今までに大きな病気をした方。 

※原則としてＢ型肝炎、がん、血液疾患、心臓病、脳卒中、てんかん。 

※治癒後一定期間経過後献血可能な場合もあります。医師にご相談願います。 

（３）下記のいずれかに該当し、中南米諸国（メキシコを含むがカリブ海諸国は除く）を離れてから６ヵ月

以上経過していない方。 

  （a）中南米諸国で生まれた、または育った。 

   （b）母親または母方の祖母が中南米諸国で生まれた、または育った。 

   （c）中南米諸国に連続して４週間以上滞在、または居住したことがある。 

（４）６ヵ月以内にピアス・刺青（タトゥー）をした方。 

※ピアスはピアッサー、または医療機関であけた方は１ヶ月過ぎていれば献血可能です。 

（５）Ｂ型やＣ型の肝炎ウイルス保有者（キャリア）と言われた方。 

（６）梅毒などの性病、マラリアにかかったことがある方。 

（７）エイズの検査が目的の方。 

（８）６ヵ月以内に次のいずれかに該当することがある方。 

①不特定の異性または新たな異性との性的接触があった方。 

②男性どうしでの性的接触があった方。 

③出産、流産があった方。 

④開胸、開腹、開頭など大手術を受けた方。開放性骨折をした方。 

（９）現在妊娠中、または授乳中の方。 

※出産後１年以内の授乳中の女性は献血できません。 

※授乳はお子様が満１歳になっていれば可能、もしくは医師の判断になります。 

※その他、当日の医師の判断になります。 

献血前のご確認 
※下記に該当する方は、献血をお断りすることがあります。 



 

 

 
 
 

服用していても献血できるお薬は 

たくさんあります！！ 

当日服用していても献血できるお薬 
（ただし献血者の健康状態を考慮し、献血できない場合もあります） 

・市販のビタミン剤・ドリンク剤 

・ミネラル剤 （鉄剤による貧血治療中を除く） 

・漢方薬 （服用目的によりできない場合がある） 

・抗アレルギー薬 （セレスタミン等一部できない場合がある） 

 市販の花粉症・アレルギー性鼻炎薬、アレグラ、アレロック、ザイザル・・・等 

・脂質異常症（高脂血症）治療薬（エパデール等は一部できない場合がある） 

リピトール、メバロチン、クレストール・・・等 

・低用量ピル 

・降圧剤 （複数剤の降圧剤を服用している場合でも採血可能） 

 アムロジピン、アダラート、オルメティック、ブロプレス・・・等 

・下剤・市販緩下剤 

・整腸剤 

・痛風・高尿酸血症治療薬（痛風治療中は丌可） 
 

 

 

献血の際には必ず｢お薬の名前｣が

わかるようにして来てください。 

全
部
OK
！ 



前日までの服用であれば献血できるお薬 

・解熱鎮痛消炎剤（症状がない場合や予防的服用に限る） 

市販解熱鎮痛薬、アスピリン、バファリン、ロキソニン、PL 顆粒・・・等 

・市販風邪薬（症状がない場合や予防的服用に限る） 

 

服用中止から３日間は献血できないお薬 

・抗生物質、および抗菌剤   ・抗ウイルス薬      

・止痢薬（下痢止め薬） 

 

原疾患で献血できないお薬 

・抗けいれん薬        ・ 抗丌整脈薬 

・抗甲状腺薬         ・ 強心薬 

・糖尿病薬（食事療法のみ医師の判断により献血可能） 

・痛風治療薬（治療中は丌可） 

 

その他 

・チガソン（乾癬治療薬）（献血丌可）  

・ラエンネック、メルスモン（ヒト由来プラセンタ）（献血丌可） 

・プロペシア、ブロスカー（１ヶ月献血丌可）  

・アボダート、アボルブ（６ヶ月献血丌可） 
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生化学検査サービス内容 

検査項目 基準値（単位） 説明 

ALT（GPT） 8～49（IU/L） 

（※1） 

肝臓に最も多く含まれる酵素です。肝細胞が破壊されると血液中に流れ出

すので、急性肝炎で最も多く上昇し、慢性肝炎や脂肪肝（肥満）などでも上

昇します。激しい運動の後に一過性の上昇がみられることがあります。 

γ-GTP 9～68 

（IU/L） 

肝、胆道、膵、腎などに多く含まれる酵素です。上昇する疾患は閉塞性黄

疸、肝炎、アルコール性肝障害などです。病気がなくても長期飲酒者では上

昇することが多く、1 カ月くらい禁酒するとある程度正常化します。 

TP 

総蛋白 

6.6～8.2 

（g/dL） 

血清中には 80 種類以上の蛋白が含まれ、種々の機能を持ち、生命維持に

大きな役割を果たします。その総量を総蛋白として測定しています。 

ALB 

アルブミン 

4.0～5.1 

（g/dL） 

血清蛋白の 50%以上を占めるアルブミンは、病気などで栄養が悪くなると減

少するため、健康診断のスクリーニングとして大きな意味があります。 

A/G 

アルブミン対 

グロブリン比 

1.3～2.1 血清蛋白はアルブミン（A）とグロブリン（G）に分けられ、その比率は健康な人

では一定の範囲にありますが、病気によってはその比率が変化（主として減

少）してきます。 

CHOL 

コレステロール 

140～259 

（mg/dL） 

血清脂質の一つで、一般に脂肪の多い食事を続けていると上昇します。また

肝臓などで作られ、肝、胆道、腎、甲状腺の病気でその値が上下することが

あります。血清コレステロールが多くなると動脈硬化を起こしやすいとされてい

ます。 

GA 

グリコアルブミン 

16.5％未満 糖尿病の検査の一つです。過去 2週間の血糖値が低い状態が続いていると

低下し、高い状態が続いていると上昇します。糖尿病では標準値より上昇し

ます。標準値範囲内でも、15.6％以上の場合は注意が必要です。 

（※1）IU：国際単位 

 

 

 

日本赤十字社では、献血にご協力いただいた方々への感謝の気持ちとして７項目の生化学検査成績および、８項目の血球計数検

査成績をお知らせしています。これらの検査成績はいずれも通知を希望された方を対象とし、おおむね３週間程度で親展（書簡の郵

便）にてお知らせします。 

献血をすると 
「健康状態」がわかります！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

血球計数検査サービス内容 

検査項目 基準値（単位） 説明 

RBC 

（赤血球数） 

男性：418 万～

560 万（/μL） 

（※1） 

女性：384 万～

504 万（/μL） 

赤血球は血液の主な細胞成分で、酸素を肺から各組織に運ぶ働きを持って

います。 

Hb 

（ヘモグロビン量） 

男 性 ： 12.7 ～

17.0 （g/dL） 

女 性 ： 11.0 ～

14.8 （g/dL） 

血液の赤い色は赤血球に含まれるヘモグロビン（血色素）によるもので、赤血

球の働きの中心となっています。 

Ht 

（ヘマトクリット量） 

男 性 ： 38.8 ～

50.0 （%） 

女 性 ： 34.6 ～

44.6（%） 

ヘマトクリット値は、一定の血液量に対する赤血球の割合（容積）をパーセント

で表したものです。 

MCV 

（平均赤血球容積） 

83.0～99.5（fL） 

（※2） 

赤血球1個の平均的容積、すなわち赤血球の大きさの指標となるもので、赤

血球数とヘマトクリット値から算出したものです 

MCH 

（平均赤血球ヘモグ

ロビン量） 

26.8～33.5（pg） 

（※3） 

赤血球 1 個に含まれるヘモグロビン量を平均的に表したもので、赤血球数と

ヘモグロビン量から算出したものです。 

MCHC 

（平均赤血球ヘモグ

ロビン濃度） 

31.7～35.2（%） 赤血球の一定容積に対するヘモグロビン量の比をパーセントで表したもので、

ヘモグロビン量とヘマトクリット値から算出したものです。 

WBC 

（白血球数） 

3800～8900 （/

μL） 

白血球は細菌などを貧食し、免疫情報を伝達し、さらに免疫能を発現して生

体防御にかかわっています。細菌感染症があると一般に白血球数は増加し

ますが、ウイルス感染症の場合はかえって減少することもあります。 

PLT 

（血小板数） 

17 万～36.5 万

（/μL） 

血小板は出血を止めるための重要な働きを持ち、この値が極端に減少する

と出血を起こしやすくなります。 

（※1）μL＝1L×10-6 （※2）fL＝1L×10-15 （※3）pg＝1g×10-12 

 

 

 

 

 ぜひ献血を健康チェックにお役立てください★ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


